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五
月
七
日
㈭　

午
後
六
時　

春
季
例
大
祭　
宵
宮
祭

五
月
八
日
㈮　
午
前
十
一
時	

当
日
祭

行
事
日
程
表

春の境内

宮
司　

田　

村　

泰　

教

世
界
各
地
で
過
激
な
宗
教
思
想
に
よ
る
テ
ロ
が

相
次
い
で
い
る
。
国
内
に
い
る
限
り
何
か
遠
い
世

界
の
出
来
事
の
よ
う
に
思
え
る
が
、
何
の
関
わ
り

も
な
い
邦
人
が
犠
牲
と
な
っ
て
い
る
重
い
現
実
が

あ
る
。
▽
異
質
な
文
明
や
信
仰
を
冒ぼ

う

涜と
く

す
る
よ
う

な
、
行
き
過
ぎ
た
表
現
の
自
由
は
決
し
て
許
さ
れ

る
べ
き
で
は
な
い
。
と
同
時
に
、
ど
ん
な
宗
教
に

お
い
て
も
、
人
の
命
を
む
や
み
に
奪
う
行
為
に
大

義
は
な
く
、
そ
れ
を
か
ば
う
神
様
は
存
在
し
な
い

は
ず
だ
。
▽
神
社
に
お
参
り
し
て
新
年
を
迎
え
、

お
盆
に
は
祖
先
供
養
で
お
寺
に
墓
参
り
、
そ
し
て

年
末
に
は
年
中
行
事
と
し
て
定
着
し
た
ク
リ
ス
マ

ス
・
・
・
。
い
か
に
も
日
本
的
で
曖
昧
な
信
仰
形

態
は
、
一
神
教
を
崇
拝
す
る
人
々
に
は
理
解
し
が

た
い
も
の
だ
ろ
う
。
▽
し
か
し
、
我
が
国
で
は
古

の
昔
か
ら
道
ば
た
の
草
木
に
も
命
を
見
出
し
、

八や
お
よ
ろ
ず

百
万
と
呼
ば
れ
る
多
く
の
神
様
を
ま
つ
り
手
を

合
わ
せ
て
き
た
。
日
本
の
神
さ
ん
は
万
能
・
絶
対

的
な
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
人
間
的
で
親
し
み
の

あ
る
存
在
。
神
々
同
志
が
、
ま
た
神
と
人
と
が
共

存
し
、
大
ら
か
で
寛
容
な
宗
教
心
を
持
つ
国
柄
を

大
切
に
し
た
い
も
の
だ
。

例
大
祭
の
ご
案
内

春 季
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沢
山
思
い

出
が
出
来
、

大
変
有
意
義

で
楽
し
か
っ

た
今
回
の
旅

行
の
事
を
お
伝
え
出
来
れ
ば
と
、
筆

を
と
り
ま
し
た
。
一
日
目
、
全
日
空

機
か
ら
降
り
立
っ
た
米
子
空
港
は
小

雨
で
し
た
。
貸
切
バ
ス
で
、「
安
来
節

演
芸
館
」
へ
、
安
来
節
の
唄
や
踊
り

を
楽
し
み
参
加
者
一
同
笑
顔
。「
安
立

美
術
館
」
へ
移
動
。
美
術
館
の
案
内

書
に
「
霧
立
ち
昇
る
山
並
み
を
背
景

に
彩
り
を
愛
で
る
ひ
と
と
き
」と
あ
っ

た
が
、
世
界
に
冠
た
る
日
本
庭
園
の

美
し
さ
は
圧
巻
で
あ
る
。
横
山
大
観

な
ど
、
巨
匠
達
の
作
品
を
鑑
賞
し
、

感
激
。

　

二
日
目
、「
八
重
垣
神
社
」
で
正
式

参
拝
、
約
千
百
年
前
に
描
か
れ
た
国

重
要
文
化
財
の
壁
画
を
鑑
賞
。
次
は

「
出
雲
大
社
正
式
参
拝
」
で
す
。
巨
大

な
鳥
居
や
大
注
連
縄
、
壮
大
な
社
殿

を
見
て
、
折
か
ら
の
吹
雪
も
気
に
な

ら
ず
、
正
式
参
拝
を
済
ま
せ
、
身
も

心
も
清
々
し
い
。
六
十
年
に
一
度
の

大
遷
宮
の
年
に
ご
参
拝
で
き
幸
せ
で

し
た
。
隣
接
の
「
古
代
出
雲
歴
史
館
」

を
見
学
。
境
内
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
、

巨
大
な
柱
・
古
代
本
殿
の
模
型
、
弥

生
時
代
の
銅
剣
・
銅
矛
・
銅
鐸
な
ど

四
一
九
点
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
古

代
人
の
技
術
の
凄
さ
に
感
動
で
す
。

そ
こ
か
ら
、「
世
界
遺
産
石
見
銀
山
」

に
移
動
し
見
学
。

　

三
日
目
、
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
の
案

内
で
、「
広
島
平
和
公
園
」
を
見
学
。

車
中
で
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
「
原
爆
の

子
」
像
の
（
被
爆
し
て
何
年
も
し
て

発
症
し
亡
く
な
っ
た
少
女
）
話
を
聞

き
ま
し
た
が
、
そ
の
像
の
前
で
手
を

合
わ
せ
た
と
き
涙
が
出
ま
し
た
。
原

爆
記
念
館
で
は
生
々
し
い
遺
品
な
ど

を
見
て
、
そ
の
と
き
の
惨
状
を
思
う

と
、
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

世
界
平
和
を
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。

　

次
に
船
で
「
嚴
島
神
社
」
へ
向
か

い
ま
し
た
。
空
と
海
は
あ
く
ま
で
碧

く
、
海
に
建
つ
朱
の
大
鳥
居
が
背
後

の
厳
島
神
社
や
緑
の
山
と
絶
妙
な
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
を
醸
し
絶
景
で
す
。
下

船
し
て
程
な
く
「
厳
島
神
社
に
着
き
、

正
式
参
拝
」
し
ま
し
た
。
回
廊
の
白

壁
と
朱
塗
り
の
柱
が
陽
光
に
美
し
く

映
え
、
昔
の
人
の
建
築
技
術
と
美
意

識
に
驚
嘆
で
す
。

　
「
錦
帯
橋
」
へ
移
動
、
清
流
岩
国
川

に
架
か
る
美
し
い
橋
で
す
。
対
岸
の

山
に
は
岩
国
城
が
見
え
ま
し
た
。

　

四
日
目
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
花
燃
ゆ
」
の

場
所
、
萩
市
に
あ
る
「
松
下
村
塾
と

松
蔭
神
社
」
へ
お
参
り
し
ま
し
た
。

明
治
維
新
に
活
躍
し
た
俊
才
を
輩
出

し
た
塾
を
見
て
、
感
慨
深
か
っ
た
で

す
。
次
に
、
鍾
乳
洞
「
秋
芳
洞
」
へ

行
き
洞
内
に
入
り
、
百
枚
皿
な
ど
神

秘
的
な
奇
観
を
見
ま
し
た
。「
秋
吉
台
」

の
広
大
な
カ
ル
ス
ト
台
地
の
景
勝
を

見
て
か
ら
、
関
門
海
峡
を
渡
り
福
岡

空
港
に
至
り
、
空
路
秋
田
へ
無
事
帰

着
し
ま
し
た
。

　

宮
司
様
、神
社
の
皆
様
、旅
行
社
様
、

参
加
者
の
皆
様
、
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

出雲大社

足立美術館

地
元
シ
リ
ー
ズ
㊾

神
社
参
拝
旅
行
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
月
九
日
〜
十
二
日
）

　
関　

山　

尚　

三

三
吉
節
保
存
会

事
務
局
長
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日
本
の
敗
戦

に
よ
っ
て
、
当

時
統
治
政
策
の

象
徴
と
見
ら
れ

て
い
た
神
社

（
か
つ
て
の
朝
鮮
、
満
洲
、
シ
ベ
リ
ア

な
ど
）
が
相
次
い
で
破
壊
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
親
日
国
で
あ
る
台
湾
に

は
、
国
民
党
や
民
衆
の
手
に
よ
る
破

壊
か
ら
免
れ
た
神
社
（
跡
）
が
多
数

存
在
し
ま
す
。

　

日
本
の
統
治
と
と
も
に
台
湾
に
神

社
が
立
て
ら
れ
、
五
十
年
間
に
二
百

座
近
い
神
社
が
台
湾
各
地
に
建
立
さ

れ
ま
し
た
。
当
時
日
本
人
が
建
立
し

た
神
社
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
機
や

背
景
が
あ
り
ま
し
た
。
国
家
神
道
を

目
的
と
し
て
建
立
さ
れ
た
台
湾
神
宮

（
現
・
ホ
テ
ル
圓
山
大
飯
店
）
や
、
各

地
域
を
守
護
す
る
役
割
を
果
た
し
た

嘉
義
神
社
（
下
記
参
照
）
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
民
間
人
や
入
植
者
が

築
い
た
神
社
も
台
湾
全
土
に
数
多
く

建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

台
湾
で
は
最
近
に
な
り
、
か
つ
て

の
神
社
跡
地
や
遺
跡
を
そ
の
都
市
の

歴
史
的
建
築
物
に
す
る
動
き
が
起
き

て
い
ま
す
。
長
期
に
わ
た
る
戒
厳
令

の
解
除
と
、
台
湾
の
人
々
が
自
分
達

の
歴
史
を
客
観
的
に
見
よ
う
と
い
う

動
き
が
影
響
し
て
い
る
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
現
在
で
は
神
社
の
機
能
を

果
た
し
て
い
る
も
の
は
一
つ
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、
こ
う
し
た
動
き
に
よ
っ

て
か
つ
て
の
神
社
の
痕
跡
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
私
が
学
生
時
代
に

卒
業
論
文
の
一
環
と
し
て
調
べ
た
神

社
（
跡
）、
ま
た
そ
の
の
ち
趣
味
で
訪

れ
た
神
社
跡
の
中
か
ら
お
す
す
め
の

場
所
を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

そ
の
①
　
嘉
義
神
社
　
台
鉄
嘉
義
駅

か
ら
徒
歩
十
五
分
。
大
正
四
年
建
立

　

現
在
は
嘉
義
公
園
に
な
っ
て
い
ま

す
。
御
祭
神
は
能
久
親
王
・
大
国
魂

命
・
大
己
貴
命
・
少
彦
名
命
・
天
照

皇
大
神
。
戦
後
は
忠
烈
祠
と
な
り
ま

し
た
が
、
火
災
に
よ
り
焼
失
。
公
園

内
に
は
狛
犬
、
石
灯
篭
、
手
水
舎
が

残
り
、
平
成
十
三
年
に
は
神
社
の
社

務
所
と
斎
館
が
嘉
義
市
史
蹟
資
料
館

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
②
　
台
東
神
社
　
台
鉄
旧
台
東

駅
か
ら
徒
歩
五
分
　
明
治
四
十
四
年

建
立

　

鯉
魚
山
公
園
の
高
台
の
た
め
、
台

東
市
を
見
渡
せ
ま
す
。
御
祭
神
は
能

久
親
王
・
大
国
魂
命
・
大
己
貴
命
・

少
彦
名
命
。
戦
後
は
中
華
民
国
陸
軍

の
駐
屯
地
と
な
り
、
現
在
で
は
忠
烈

祠
と
公
園
に
な
っ
て
い
ま
す
。
公
園

内
に
は
、
ペ
ン
キ
で
色
を
塗
ら
れ
た

燈
篭
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
③
　
通
霄
神
社
　
台
鉄
通
霄
駅

か
ら
徒
歩
十
五
分
　
昭
和
十
二
年
建

立
　

海
を
眺
め
な
が
ら
虎
頭
山
を
登
っ

て
い
く
と
、
神
社
跡
地
に
た
ど
り
着

き
ま
す
。
御
祭
神
は
能
久
親
王
、
天

照
皇
大
神
。
戦
後
は
忠
烈
祠
と
な
り

ま
し
た
。
現
在
で
は
本
殿
と
拝
殿
、

鳥
居
、
参
道
、
石
燈
篭
、
ペ
ン
キ
で

塗
ら
れ
た
社
務
所
が
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
④
　
黄
金
神
社
　
台
北
発
金
瓜

石
行
き
バ
ス
の
終
点
よ
り
徒
歩
十
分

　
明
治
三
十
一
年
建
立

　

金
坑
で
栄
え
た
金
瓜
石
に
建
立
。

山
の
中
腹
に
あ
る
た
め
、
見
事
な
眺

望
で
す
。
御
祭
神
は
大
国
主
命
、
金

山
彦
命
、猿
田
彦
命
。現
在
で
は
鳥
居
、

半
壊
し
た
燈
篭
が
一
部
残
っ
て
い
ま

す
。
柱
の
み
残
っ
た
拝
殿
は
ギ
リ
シ

ア
の
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
の
よ
う
で
す
。

十
年
前
は
訪
れ
る
人
も
ま
ば
ら
で
し

た
が
、
有
名
な
観
光
地
九
份
か
ら
も

ほ
ど
近
く
、
最
近
で
は
こ
の
辺
り
一

帯
が
観
光
地
化
さ
れ
て
賑
い
を
み
せ

て
い
ま
す
。

その③　通霄神社（平成19年訪問） その④　黄金神社（平成23年職員旅行にて）

言
挙
げ
�

台
湾
に
遺
る
神
社
跡
を
訪
ね
て

権
禰
宜
　
和　

田　

恵
梨
子
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3
月
29
日
（
日
）
水
戸
市
青
柳
公
園

市
民
体
育
館
に
て
第
56
回
全
国
選
抜
少

年
剣
道
錬
成
大
会
が
開
催
さ
れ
、
予
選

を
勝
ち
上
が
っ
た
高
学
年
チ
ー
ム
が
出

場
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
高
学
年
1
チ
ー
ム
で
あ
り
5

年
生
の
鎌
田
く
ん
が
３
月
20
日
に
名
古

屋
へ
引
っ
越
し
さ
れ
た
た
め
水
戸
市
内

で
合
流
す
る
予
定
に
し
ま
し
た
。

　

選
手
5
名
、
菅
野
先
生
、
保
護
者
5

名
の
一
行
は
28
日
（
土
）、
早
朝
に
い

ら
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
に
見
送
ら

れ
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
て
出
発
し
ま
し

た
。

　

秋
田
自
動
車

道
︱
東
北
自
動

車
道
よ
り
3
月

1
日
開
通
し
た

ば
か
り
の
常
磐

自
動
車
道
を
通

り
ま
し
た
。

　

開
通
し
た
ば

か
り
の
常
磐
道

は
福
島
第
一
原

発
の
周
辺
を
走

る
た
め
途
中
に

は
放
射
線
量
の
測
定
表
示
機
器
が
あ

り
、
福
島
に
近
づ
く
に
つ
れ
道
路
か
ら

も
除
染
作
業
途
中
の
作
業
員
の
方
、
居

住
し
て
い
な
い
家
屋
や
、
手
入
れ
が
さ

れ
る
こ
と
も
な
い
荒
れ
た
田
畑
な
ど
が

見
え
て
き
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
す
で
に
４
年
の
年
月
が

経
っ
て
い
ま
す
が
ま
だ
そ
こ
に
は
復
興

と
は
遠
い
現
実
が
あ
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
は
し
ゃ
い
で
い
た
子
供
た

ち
も
そ
の
光
景
に
は
静
か
に
な
り
、
皆

元
気
で
当
た
り
前
の
よ
う
に
大
会
へ
迎

え
る
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

　

バ
ス
は
順
調
に
走
り
昼
前
に
は
水
戸

市
に
到
着
。
無
事
鎌
田
く
ん
と
合
流
し

昼
食
、
そ
の
後
練
成
会
場
の
勝
田
若
葉

会
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
秋
田
の
初
夏
を
思
わ
せ
る
気

温
と
天
気
。

　

保
護
者
た
ち
は
長
時
間
の
バ
ス
移
動

と
暑
さ
で
少
々
バ
テ
気
味
で
し
た
が
子

供
た
ち
は
日
ご
ろ
の
鍛
錬
も
あ
り
体
調

を
崩
す
こ
と
も
な
く
錬
成
に
臨
み
ま
し

た
。

　

今
回
は
少
し
早
め
に
錬
成
を
切
り
上

げ
、
近
く
の
日
立
国
立
公
園
内
の
遊
園

地
へ
散
策
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

久
々
に
会
え
た
鎌
田
く
ん
と
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
、
そ
の
後
ホ
テ
ル
に
向

か
い
夕
食
を
と
り
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
、
新
し
い
会
場
で
の
場
所

取
り
に
午
前
3
時
45
分
ホ
テ
ル
か
ら
タ

ク
シ
ー
で
会
場
に
向
か
っ
た
お
父
さ
ん

た
ち
。

　

で
も
や
は
り
前
に
は
そ
の
時
間
で
も

す
で
に
並
ん
で
い
る
人
が
い
た
そ
う
で

す
が
長
年
の
経
験
？ 

と
テ
ク
ニ
ッ
ク

で
観
覧
席
を
完
璧
な
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

で
取
得
。

　

例
年
の
水
戸
武
道
館
よ
り
は
少
々
で

す
が
会
場
も
広
め
で
あ
り
、
選
手
も
保

護
者
も
ゆ
っ
く
り
と
観
戦
で
き
ま
し

た
。

　

い
よ
い
よ
試
合
、
第
４
試
合
上
の
13

試
合
目
。

　

相
手
は
茨
城
で
も
有
数
の
体
格
も
大

き
い
選
手
が
揃
っ
た
強
豪
チ
ー
ム
。

　

今
年
の
チ
ー
ム
は
小
柄
の
メ
ン
バ
ー

も
多
い
の
で
す
が
負
け
じ
と
先
鋒
か
ら

全
力
で
相
手
に
向
か
っ
て
行
き
ま
す
。

　

が
し
か
し
、

全
国
の
壁
は
高

く
、
選
手
た
ち

も
自
分
の
で
き

る
精
一
杯
を
最

後
の
試
合
で
出

す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
１
回

戦
を
突
破
す
る

こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

試
合
に
負
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
悔

し
く
残
念
で
し
た
が
、
選
手
た
ち
も
父

兄
も
小
学
生
最
後
に
精
一
杯
の
戦
い
が

で
き
て
い
た
と
感
動
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
出
場
し
た
選
手
た
ち
は
水
戸
大

会
に
出
場
す
る
の
が
2
回
以
上
の
メ
ン

バ
ー
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
会
場
や
様
々
な
条
件
が
例

年
と
違
っ
て
も
問
題
な
く
対
応
で
き
た

の
は
他
の
保
護
者
や
選
手
、
先
生
と
繋

が
り
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
よ
く
、
結
束

で
き
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

出
場
に
あ
た
り
、
い
つ
も
応
援
し
て

く
だ
さ
る
後
援
会
の
皆
様
、
神
社
関
係

者
の
方
々
に
本
当
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

既
に
日
常
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
遠

征
が
こ
れ
で
最
後
か
と
思
う
と
寂
し
い

限
り
で
す
が
、
遠
く
に
い
て
も
近
く
に

い
て
も
剣
道
で
繋
が
っ
た
仲
間
を
大
切

に
こ
れ
か
ら
の
選
手
た
ち
の
活
躍
を
願

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

神
武
館
だ
よ
り

水
戸
大
会
報
告

父
母
会
代
表
　
駒　

場　

富
美
子

初
詣
・
三
吉
神
社

臼　

井　

道　

隆

忌
竹
で
払
ふ
社
や
し
ろ
の
煤
払
い

年
の
瀬
や
お
飾
り
作
り
に
励
む
巫
女

形
代
に
喜
寿
の
穢け
が

れ
を
流
し
け
り

大
祓
式
玉
串
奉
て
ん
賜
る
る

元
日
の
二
階
で
拝
す
太
平
山

太
平
山
染
め
て
初
日
の
昇
り
け
り

喜
寿
過
ご
し
傘
寿
の
余
生
年
新
た

一
歩
ず
つ
足
踏
み
て
待
つ
初
社

一
歩
出
づ
二
歩
目
は
長
し
初
参
り

初
み
く
じ
と
こ
ろ
狭
し
と
結
び
篭

初
み
く
じ
見
せ
合
ひ
結
び
留
学
生

鏑か
ぶ
ら矢

の
風
切
る
音
や
初
詣

鏑
矢
の
邪
気
を
払
ふ
風
の
音

孫
の
振
る
破
魔
矢
の
鈴す
ず

音ね

連
れ
帰
る

傘
寿
へ
と
歩
む
決
意
の
初
日
記

神
域
の
守
ら
る
団
地
注
連
飾

賜
は
り
し
三
吉
神
社
の
延
寿
屠
蘇
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去
る
三
月
九
日
よ
り
三
泊
四
日
で
、
昨
年
の
「
伊
勢
の
神
宮
参
宮
旅
行
」
に

続
く
「
出
雲
大
社
参
拝
旅
行
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
お
陰
さ
ま
で
、
定
員

い
っ
ぱ
い
の
四
十
名
で
の
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
日
、
飛
行
機
を
乗
り
継
ぎ
鳥
取
県
の
米
子
空
港
へ
。
天
気
は
あ
い
に
く
の

雨
。
空
港
か
ら
は
観
光
バ
ス
に
て
島
根
県
の
安
来
節
演
芸
館
に
移
動
し
、
安
来

節
を
鑑
賞
。
鑑
賞
後
に
は
、
代
表
二
名
が
安
来
節
を
体
験
い
た
し
ま
し
た
。
そ

の
後
は
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
三
ツ
星
庭
園
の
足
立
美
術
館
を
鑑
賞
。
懇
親
会
に
は
、

八
重
垣
神
社
の
佐
草
敏
邦
様
、
出
雲
大
社
の
平
岡
邦
彦
様
に
ご
臨
席
戴
き
、
大

変
楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
雪
が
降
り
し
き
る
中
、
八
重
垣
神
社
・
出
雲
大
社
を
正
式
参
拝
。

久
し
ぶ
り
の
冬
ら
し
い
寒
さ
に
凍
え
な
が
ら
も
、
清
々
し
さ
と
歴
史
の
重
み
が

入
り
混
じ
っ
た
空
気
を
肌
で
感
じ
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。
昼
食
の

後
は
、
世
界
遺
産
で
あ
る
石
見
銀
山
の
町
並
み
を
散
策
致
し
ま
し
た
。

　

三
日
目
、
広
島
平
和
公
園
（
原
爆
ド
ー
ム
・
資
料
館
）
を
見
学
の
後
、
フ
ェ

リ
ー
で
宮
島
に
渡
り
嚴
島
神
社
を
正
式
参
拝
。宮
司
様
を
は
じ
め
、神
職
の
方
々

の
お
付
添
い
の
も
と
、
神
社
の
歴
史
・
造
り
を
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
私
た
ち
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
お
見
送
り
い
た
だ
い
た
こ
と
に
一
同
非
常

に
感
激
い
た
し
ま
し
た
。
参
拝
後
に
は
、
宮
島
を
散
策
。
お
土
産
も
忘
れ
ず
に

沢
山
買
い
込
み
ま
し
た
。
そ
の
他
日
本
三
大

奇
橋
に
数
え
ら
れ
る
錦
帯
橋
を
渡
り
、
テ
レ

ビ
で
紹
介
さ
れ
た
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ

る
な
ど
、
久
々
の
晴
天
に
皆
様
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
お
り
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
松
陰
神
社
の
参
拝
、
境
内
に
現

存
す
る
松
下
村
塾
・
松
陰
幽
囚
の
旧
宅
な
ど

を
見
学
。
ま
た
、
日
本
最
大
規
模
の
鍾
乳
洞

で
あ
る
秋
芳
洞
、
日
本
最
大
の
カ
ル
ス
ト
台

地
で
あ
る
秋
吉
台
に
も
足
を
運
び
、
無
事
に

旅
行
の
全
日
程
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
拝
旅
行
は
三
泊
四
日
の
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
、
出
雲
大
社
を
中
心
に
中
国

地
方
を
参
拝
・
観
光
い
た
し
ま
し
た
。
ハ
ー

ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
事

故
や
災
い
な
く
充
実
し
た
旅
行
で
し
た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。

権
禰
宜　

上
村　

治
弘

㈱ 秋 田 銀 行
㈱ Ｔ Ｔ Ｋ 秋 田 支 社
秋田大学大学院工学資源学研究科有志

（ 社 ） 秋　 田　 育　 明　 会
広 面 地 区 体 育 協 会
広 面 商 工 振 興 会
赤 沼 町 内 会
田 中 梵 天 保 存 会
広 面 町 内 会
濁 川 梵 天 有 志
桜 有 志
泉 梵 天 奉 納 会
土 崎 港 有 志
蛇 野・ 西 町・ 大 沢 町 内 会
蛇 野 町 内 会
神 田 有 志
㈲ エ イ ド
ＮＴＴ東日本秋田グループ
東日本旅客鉄道㈱秋田保線技術センター
下 北 手 振 興 会
三 吉 剣 道 ス ポ ー ツ 少 年 団
東 部 瓦 斯 ㈱ 秋 田 支 社

大 吉 食 堂
（社）新成会老人保健施設友愛の郷

特別老人ホーム新成園
社会福祉法人こばと保育園
こ ば と 学 童 保 育 ク ラ ブ
水 口 町 内 有 志
ボーイスカウト秋田第 33 団
梶 ノ 目 町 内 会
赤 沼 子 供 会
柳 田 子 供 会
谷 内 佐 渡 若 葉 子 供 会
大 巻 子 供 会
神 武 館 三 吉 道 場
神 武 館 田 村 道 場
旭 川 幼 稚 園
サ ン ク ス 秋 田 広 面 北 店
蛇 野 若 竹 子 供 会
全 農 物 流 ㈱ 秋 田 支 店
㈲ 斎 藤 昭 一 商 店
ひ ろ お も て エ コ ク ラ ブ
レ ス リ ン グ 北 志 館 道 場
㈱ 石 川 建 設

進藤義声秋田県文化功労賞受賞記念梵天
㈱ 北 都 銀 行
ユ ア テ ッ ク グ ル ー プ
㈱ ユ ア テ ッ ク 秋 田 支 社
東日本旅客鉄道㈱秋田支社秋田駅
学 校 法 人 伊 藤 学 園

（公財）秋田県総合保健事業団
ボーイスカウト秋田第 57 団
秋田市立広面小学校３年部
柳 田 町 内 会
谷 内 佐 渡 町 内 会
原 田 利 正・ ウ タ
梵 天 奉 納 有 志
三 吉 節 保 存 会
青 少 年 育 成 秋 田 市 民 会 議
奥 羽 住 宅 産 業 ㈱
向 山 有 志
空 手 忍 会 総 本 部
高 橋 秀 造
神 社 協 力 会
秋 田 韓 国 留 学 生 支 援 会

（順不同・敬称略）

平成 27年三吉梵天祭奉納団体ご芳名
お心こもるご奉納に厚く御礼申し上げます。

嚴島神社

出
雲
大
社
～
平
成
の
大
遷
宮
奉
祝
～ 

参
拝
旅
行
の
ご
報
告
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松
の
内
期
間
に
十
万
名
の
ご
参

拝
を
頂
き
ま
し
た
。

　

一
年
の
罪
穢
れ
を
祓
い
清
め
る

神
事
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　

人
生
の
節
目
の
お
祝
い
を
随
時

奉
仕
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

斎
竹
で
社
殿
・
境
内
を
祓
い
清

め
ま
し
た
。

　

古
い
お
守
り
・
お
札
な
ど
を
お

焚
き
上
げ
い
た
し
ま
し
た
。

みよしスケッチ

初
　
詣

師
走
大
祓
（
大
晦
日
）

巫
女
説
明
会
（
十
二
月
七
日
）

厄
年
・
年
祝
い

ど
ん
と
祭
（
一
月
二
十
五
日
）

煤
払
式
（
十
二
月
十
三
日
）

梵
天
祭
反
省
会
（
二
月
六
日
）



（7） 146号 み　よ　し 平成27年４月８日

平
成
27
年
１
月
17
日
（
土
）

三
吉
梵
天
祭

　

本
年
の
特
殊
神
事
三
吉
梵
天
祭
は
土
曜
日
に
あ
た
り
、

多
く
の
拝
観
者
の
も
と
六
十
五
団
体
様
よ
り
七
十
五
本
の

ご
奉
納
を
頂
き
盛
り
上
が
り
の
中
無
事
終
了
い
た
し
ま
し

た
。
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平
成
二
十
七
年
春
季
例
大
祭
を
左
記
の
通
り
斎
行

い
た
し
ま
す
。

　

ご
家
族
、
お
仲
間
同
士
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多

数
ご
参
列
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

記

宵
　
宮
　
祭
　
五
月
七
日
（
木
）
午
後
六
時

例
　
大
　
祭
　
五
月
八
日
（
金
）
午
前
十
一
時

　（
各
日
と
も
、
祭
典
後
直
会
が
ご
ざ
い
ま
す
。）

◎
ご
参
列
の
方
は
、
四
月
二
十
五
日
ま
で
に

　

係（
和
田
）ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
（
七
日
）
　
　

秋
田
舞

　
（
八
日
）
　
　

浦
安
の
舞

三吉梵天祭
祭の華となる村梵天には、今年から３
町内が加わり、計 16 町内による激し
い先陣争いが繰り広げられました。

例
大
祭
の
ご
案
内

春 季


